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奈良県小学校  

社会科教育研究大会  

　 1979年 に 「 奈 良 県 小 学 校社 会科研 究大

会 」を開催しています 。研究テーマは 「主体的

に学習に と り く む子ど も を育て る指導 」です 。 

　 公開された授業をいくつか紹介します 。  

　 1年生は学校の位置やその周りにあ る通学

路 を確認 し 、 な ぜ 通学路を通 ら な け ればな ら

ないのかを考える学習です 。  

　 2年生は郵便物の集配に携わる人々がどの

よ うな工夫をしているかに気付かせる学習 、 3

年 生は當麻町の うつ り かわ り を 学習 し て い ま

す 。 乗 り物調べや遊び調べを通 じ て 、 く ら し の

移 り変わ りを学んだ り 、 農家の く ら し を道具や

機 械 の 移 り 変 わ り か ら 学 習 を し た り し て い ま

す 。  

　 4年生は 「寒 くて雪の多い土地の くらし 」 、 5

年生は 「産業の発達と農山村の問題 」の学習

の 一 環 で 、 我 が 国 の産 業 別 人口 か ら み た 第

一 次 産 業 の 占 め る 割 合 を 調 べ る 学 習 を し て

い ま す 。 6年 生 は 「 我 が 国 と 他 国 と の つ な が

り 」を学習しています 。  

　 こ の 研究会の参加者に伺 う と 、 「 當 麻の子

ど も た ち が活 発 に 授業 に参加 し て い た こ と 」

や 「 地 域 の 教 材 を 上手 に活 用 し て い た こ と 」

が印象に残っているとのことでした 。  

　 現在の教育につながる学びが 、すでに確立

されていたことが分かります 。  

 

　 参考文献  

「 続 奈 良 の 社 会 科 ～ 時 代 を 超 え る 奈 良 の 社

会科を求めて～ 」 （奈良県小学校教科等研究

会社会科部会編）  

当時の教室の様子は？  

運動会は？  

　 1976年 、 2年 生 教 室 の写 真 が残 っ て い ま

す 。 音 楽 の 授 業 の よ う で 、 ハ ー モ ニ カ を 吹 い

ている子やオルガンを弾いている子もいます 。 

 

　 1978年の運動会の様子です 。 赤 ・白 ・ 黄 ・

青 組 の 4つ の色 に分かれ て 、 優勝 を競い合 っ

てい ま し た 。 な お 、 現在は赤 と白の ２ 色に な っ

ています 。  
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　校庭に佇む  

「な」の石文字　 

　 當 麻 小 学校 の校 庭 の一 角 、 静 か に時 を 重

ね る よ う に 佇 む石文 字が あ り ま す 。 独 特 な書

体で刻 ま れ た 「 な 」 の 文字 は 、 １ ９ ７ ５ 年 度 の

卒業生たちが卒業制作と して寄贈したもので

す 。 こ の 「 な 」 に込め られ た 、 卒業生た ちの特

別な思いと 、恩師との心温まるエピソー ドをご

紹介します 。  

 

①「なかま 」の教え  

　 当時の ５ ・ ６年生の担任 、宮崎義秀先生は 、

ク ラ ス の絆を育む こ とに心を砕いていま した 。

当時の学年は １ ク ラ ス しかな く 、 良 い こ と も悪

い こ と も 、 み んなで分かち合 う毎日でした 。喧

嘩やい じめ とい っ た ト ラ ブルが起きるたびに 、

先生は子ど もた ち を前に座 らせ 、 徹底的に話

し合わせました 。  

 

「 ど うすればこんなことが起こらないか 」  

「 ど うすれば解決できるか」  

 

　 子 ど も た ち は 毎 日 、 何 か し ら ト ラ ブ ル が あ

れば発表 し 、 全員で議論す る時間を持 っ た そ

う で す 。 そ し て 、 話 し 合 いの最後には 、 先生が

必ずこう言って仲直りを促しました 。  

 

「 一 ク ラ スだ けの同級生やないか 、み んな 、 な

かまやないか 、仲良うしようやないか 。 」  

 

　 こ の 「 な か ま 」 と い う 言葉 は 、 子 ど も た ち の

心に深く刻まれました 。  

 

②卒業制作に込められた想い  

　 卒 業 制作の テ ー マ を決め る 際 、 ク ラ ス み ん

なの投票で選ばれたのが 、先生がいつも口に

し ていた 「 なか ま 」の頭文字 、 「 な 」 で した 。 こ

の石文字の緑色は 、皆で話 し合 って決めた色

で す 。 宮 崎 先 生 の 「 な か ま 」 の 教 え を 形 に 残

そ う と 、 ４ ４ 名の卒業生たちの想いが詰ま った

作品が完成したのです 。  

 

③５ ０年後の再会 、  

　 　 そ して 「なかま 」は続く  

　 創 立 １ ５ ０ 周 年

を 迎 え た 今 年 、 こ

の 石 像 に 新 た な

命 が 吹 き 込 ま れ ま

し た 。 当 時 の 卒 業

生たちが 、 ５ ０ 年の時を経て母校に集ま り 、 補

修作業を行ったのです 。  

　 恩師である宮崎先生はすでに他界されまし

たが 、 そ の 遺志 を受 け継 ぐ よ う に 、 １ ０ 名 の同

窓生が石文字の塗 り 直 し に参加 し ま し た 。 作

業 を終 え た 彼 ら は 、 ま る で 小学生 に戻 っ た か

の よ う に 、 懐 か し い校庭で記念撮影を行い ま

した 。  

 

　 さ ら に 、 彼 ら は 「 第 ６ 回 なか ま会 」 と 名付 け

た同 窓会 を 開催 し ま し た 。 途 中転 校 し た ３ 名

を含む ４ ７ 名 の同窓生の う ち 、 ２ ０ 名 が出席 。

小学校時代に宮崎先生の発案で始ま った 「 ３

分間ス ピーチ 」 を ５ ０ 年ぶ り に再現 し 、 大 いに

盛 り上が っ た そ う で す 。 久 し ぶ り に語 らい 、 笑

い合 っ た彼 ら は 、 「 なか ま 」 の繋が りの強 さ を

改めて実感したと話します 。  

 

　 こ の 「 な 」 の 石 像 は 、 宮

崎 先 生 の教 え と 、 時 代 を越

え て 続 く か け が え の な い 仲

間たち との強い絆の象徴で

す 。 そ し て 、 こ れ か ら も 「 な

か ま 」 の 精 神 は 、 當 麻 小 学

校の歴史 と と も に受 け継が

れていくことでし ょう 。


